
令和８年（2026年）２月那覇市議会定例会 

 

一般質問発言通告書（４日目） 

令和８年２月 25日（水） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 前 田 千 尋 

(日本共産党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 校内自立支

援室について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ こども対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 就学援助制

度の拡充につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 奨学金制度

について 

子ども達や保護者、現場の教員からも存続が強

く求められている校内自立支援室の継続・存続と

市内小中学校への拡充を前定例会（11 月定例会）

で求めた。新年度から国と県の予算の対象になら

ない場合でも市が予算措置して、継続とさらなる

拡充をすべきである。また、神原小学校の校内自

立支援室「ゆいゆい」の継続を求める声を受け止

めて対応すべきである。本市の対応を問う 

 

 

憲法第 26条第２項は、「義務教育は無償である。」

と定めている。しかし、実際にはランドセル、文

房具品、制服、体育着、修学旅行費、ＰＴＡ会費、

部活動費など様々な負担がある。「隠れ教育費」

とも言われ、保護者・各家庭を苦しめている。保

護者が支払う教育費は、児童生徒ひとりあたりい

くらになるのか。本市の状況を問う 

 

 

(１) 小中学校の入学準備金の交付状況を問う 

 

(２) 新年度から中学生の修学旅行費を本市が

増額することを評価する。近年の小・中学校

の修学旅行に係る費用について問う 

 

(３) 経済的な理由により、眼鏡やコンタクトレ

ンズを購入できない家庭がある。児童・生徒

の身体の一部となる眼鏡やコンタクトレン

ズの購入費用を就学援助制度項目に追加す

べきである。本市の見解を問う 

 

 

返済のいらない奨学金の拡充が求められてい

る。本市の対応を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  

 

５ 部活動に係

る費用につい

て 

 

 

６ 教職員のメ

ンタルヘルス

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

７ 防災行政と

まちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

８ 那覇市のホ

ームページに

ついて 

 本市における部活動に係る費用について伺う 

 

 

 

 

この３年間、県からの委託で行ってきた本市の

メンタルヘルス対策事業は、学校現場の教職員か

らも高く評価されている。しかしこの間、「現場

の声を無視しないで。高度専門職の関与維持を求

める」と教職員組合から再度、声が上がっている。

精神科専門医や産業医等の高度専門職、並びに教

職員のメンタルヘルスに精通した専門家の関与

を今後も続けることについて問う 

 

 

牧志３丁目自治会は、なは市民活動支援事業助

成金を活用して、継続した防災勉強会を通して、

「まちぐゎーアーケード街 防災・減災マップ」

を完成させた。この取組は、地域住民だけでな

く、中心商店街で働く人々や外国人を含めた観光

客にとっても重要な取組である。見解を問う 

 

 

本市のホームページがリニューアルされた。那

覇市は性の多様性を尊重する都市・なは宣言「レ

インボー宣言」など人権を守る取組を行ってき

た。しかし、そのレインボー行政へのアクセスは

ホームページを見ただけでは分かりづらい。相談

やイベント、本市のパートナーシップ・ファミリ

ーシップ制度など、すぐにつなげることが必要で

ある。ホーム画面で新たなボタンを設置するな

ど、対応すべきである。見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 幸 地 わかえ 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 本市中学生

の海外経験を

通じた人材育

成について 

 

 

 

 

 

 

２ 生成ＡＩ英

会話システム

の導入につい

て 

 

 

３ 公立中学校

給食の適正量

について 

 

 

 

 

 

４ 子どもから

高齢者まで安

心して集える

地域の居場所

づくりについ

て 

 

 

５ 本市におけ

る資格取得支

援について 

中学生の海外短期留学については、代表質問に

おいて「未来への投資」であると申し上げ、ＧＷ

2050ＰＲＯＪＥＣＴＳとも接続する人材育成モ

デルとして、教育委員会と経済観光部の連携を提

案した 

この提案について、観光・経済を担う人材育成

の観点からどのように捉えているのか、経済観光

部の見解を問う 

 

 

中学生を対象に生成ＡＩ英会話システムが導

入されるとのことだが、学校内での活用にとどま

らず、家庭学習においても活用することを想定し

ているのか、問う 

 

 

本市公立中学校の給食について、「量が少な

く、放課後まで持たない」との声がある。成長期

にある中学生にとって十分な栄養・エネルギー量

が確保されているのか、現在の給食のエネルギー

量・栄養基準と、実際の摂取状況の検証について、

見解を問う 

 

 

本市において、子どもから高齢者まで、世代を

問わず利用でき、食事も可能で交流できる公共的

な居場所は現在何か所あるのか、問う 

 

 

 

 

 

現在、本市が実施している資格取得支援制度の

うち、受講料が無償となる制度はあるのか。また、

これまでの実績について、問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 南洋群島戦

没者慰霊碑に

ついて 

那覇市識名霊園内に建立されている南洋群島戦

没者慰霊碑について、その設置の経緯と歴史的意

義をどのように認識しているか。また、今後、本

市の平和行政や平和学習の中でどのように位置づ

け、次世代へ継承していく考えか、見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 粟 國  彰 

(なは自民・無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 無電柱化の

推進計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園行政に

ついて 

 

 

３ 企業や市民

等から寄贈さ

れた公園内の

桜等の記念植

樹について 

 

 

４ 最低制限価

格の見直しに

ついて 

(１) 無電柱化推進計画の概要を伺う 

 

(２) 歩車道区分のない認定道路が多数を占め

ている。歩行者の安全を最大確保しなければ

ならないが電柱道路と呼ばれる市道もあ

り、強力に無電柱化を推進すべきと考える

が、道路を占用する電柱に対する現状認識を

伺う 

 

(３) これまでの実績と路線や実績延長を伺う 

 

(４) 無電柱化は ①防災性向上 ②安全で快

適な通行空間の確保 ③良好な景観形成に

欠かせないが整備の優先順位の考え方の見

解を伺う 

 

 

 漫湖公園のジョギングコース沿いの植林の適

正管理について伺う 

 

 

(１) これまでの漫湖公園（鏡原側、古波蔵側）

記念植樹の実績を伺う 

 

(２) 記念植樹され活着並びに枯損した樹木の

概数と枯れた原因は何か伺う 

 

 

(１) 直近２年間の不落件数と随意契約件数に

ついて伺う 

 

(２) 直近２年間の落札率 95％以上での落札件

数と 90％以下の落札件数について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 清 水 マ オ 

(立憲民主・ニライ) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 命を守る行

政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 脱炭素につ

いて 

 

 

３ スポーツ行

政について 

 

 

 

 

４ 行政改革に

ついて 

(１) 那覇市の避難所について、災害時に利用可

能な冷房機器、非常用発電機、飲料水確保、

ガス設備、通信設備及びペットの受け入れ可

否の整備状況を伺う 

 

(２) 那覇市における、要介護者の将来推計を伺う 

 

(３) 名古屋市では動物の夜間急変に対して、獣

医師会が夜間動物救急センターを運営し、更

にタクシー会社と連携して救急搬送を行える

取組を始めており、那覇市も同様の取組を検

討すべきと提案するが、那覇市の考えを伺う 

 

 

那覇市役所ビル緑化の現在の達成率を伺う 

 

 

 

2034年開催の国民スポーツ大会、全国障害者ス

ポーツ大会に向けた取組を以前に提案している

が、奥武山公園の整備提案とあわせて進捗状況を

伺う 

 

 

(１) 過去にもましてリテラシーが求められる

時代だからこそ、学校現場や一般向けの講座

や取組を、国際通りの名前の由来となったア

ーニーパイルの名を冠するなど耳目も集め

る形で提案するが、那覇市の考えを伺う 

 

(２) 最低賃金の上昇にあわせた契約変更、物価

上昇にあわせた旅費の変更など、社会情勢に

あわせた取組は実施できているのか伺う 

 

(３) 那覇市として、また例えば地域のスポーツ

チームと連携してなど、遺贈に関する取組に

ついて、金融機関との協定や広報などの活動

を提案するが、那覇市の考えを伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ５ 地域行政に

ついて 

(１) 保安灯新設・交換の補助事業について、実

際の工事との差額負担の把握状況を伺う 

 

(２) 以前から提案している那覇市の穀物とい

える、地大豆への取組の進捗を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 仲 田 奨 司 

(無所属クラブ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会計年度任

用職員につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ インハウス

ローヤーにつ

いて 

(１) 文科省が定める「学校以外が担うべき業

務」「教員以外が参画すべき業務」「負担軽減

を促進すべき業務」について、現時点でどこ

まで実施が進んでいるのか、具体的に見解を

問う 

 

(２) 支援員の配置により、教員の業務負担は実

際にどの程度軽減されていると認識してい

るのか。また、現場との認識に差があるとす

れば、その要因をどのように分析しているの

か見解を問う 

 

 

(１) 会計年度任用職員について、本市としてど

のような役割を担う存在と位置付けている

のか見解を問う 

 

(２) 評価や契約更新に関する基準はどのよう

に整理され、現場にどのように周知されてい

るのか。また、評価に対する不満や不安の声

について、どのように把握し、どのように対

応しているのか見解を問う 

 

(３) 今後、人材確保がより困難になることが見

込まれる中で、会計年度任用職員の処遇や役

割の在り方について、見解を問う 

 

 

(１) 本市として、常勤採用に限らず、任期付き

や特定業務に限定した試行的な形も含めて、

インハウスローヤーを配置する可能性につ

いて、どのように認識しているのか。あわせ

て、今後の法制契約課を中心とした那覇市の

法務機能の在り方や将来像について、市の見

解を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   (２) 今後、職員が司法試験に合格した場合に、

その知識や経験を市政に還元できるよう、修

習期間の位置付けや復職後の配置について、

市としてどのように考えているのか 

また、インハウスローヤーを配置すること

が、市民生活や職員の働き方にどのような効

果をもたらすと考えているのか、見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 糸 数 たかこ 

(うない・にぬふぁ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ コミュニケ

ーションＡＩ

導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 定員内不合

格について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施政方針によると４月から県内で初めてコ

ミュニケーションＡＩを使った窓口案内の実

証を開始することになっている。期待を込めて

以下伺う 

 

(１) コミュニケーションＡＩ導入の目的及び

将来的な活用方針並びに人による対応の質

や多様性をどのように担保するのか 

 

(２) コミュニケーションＡＩの容姿・性別設定

等の基本方針について、多様性と包摂の観点

から、特定の性別・年齢像・役割イメージを

固定化しないための配慮はあるのか 

 

 

文科省の調査によると令和６年度高校入試に

おいて全国で 1,770人中、沖縄では 224 人が定員

内不合格だったと報道された。沖縄は全国最多と

なっている。その後、文科省が更新版の調査結果

を公表し、沖縄は 241 人、33 校において定員内

不合格者を出している。県立高校の問題であると

しても、本市の中学生が定員内不合格になってい

る可能性は否定できず、市教育委員会としても受

け止めるべき課題だと考える。以下伺う 

 

(１) 那覇市立中学校から定員内不合格となった

生徒の状況及びその後の進路支援について 

 

(２) 定員に空きがあるにもかかわらず不合格

となる現状に対する市の認識 

 

(３) 県教育委員会への働きかけ及び今度の対応 

 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 共同親権と

ＤＶ・虐待防

止について 

 

 

 

 

 

 

４ 副市長人事

について 

(１) 離婚に関わる場面における子どもの最善

の利益の保障は大事であると考える。本市の

見解を伺う 

 

(２) 配偶者暴力相談支援センターを本市独自に

設置することにより支援の幅が広がる。設置

について検討すべきではないか見解を伺う 

 

 

女性の副市長の可能性について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 上 地 貴 大 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 中心商店街

における交通

規制の実態と

治安・安全対

策について 

 

 

 

２ 保育行政に

ついて 

 

 

 

 

３ 高齢者の移

動支援事業に

ついて 

 

 

４ 雨水・井戸

水の活用と補

助制度につい

て 

 

 

 

 

５ 小学校区ま

ちづくり協議

会について 

(１) 中心商店街における交通規制の実態と歩

行者の安全確保に向け、どのような対策を講

じているのか伺う 

 

(２) 治安悪化が懸念される中心商店街の安全対

策と警察との連携体制の強化について伺う 

 

 

(１) 保育士等の職場環境の改善について伺う 

 

(２) ０〜２歳児における保育料の現状と課題

について伺う 

 

 

高齢者移動支援事業の現状と課題について伺う 

 

 

 

 

(１) 本市の家庭における井戸設置の状況と課

題について伺う 

 

(２) 本市における雨水・井戸水利用施設設置補

助の具体的な内容と実績及び今後の方向性

について伺う 

 

 

先日、委員会視察にて伺った明石市では令和９

年度には 29 校区の、全校区でまちづくり協議会

が立ち上がるとのこと 

視察にて感じたことは、各校区に気軽に集える

コミュニティーセンターがあり、予算を投じて運

営を行っていると感じた 

今後、本市における「ゆるやかなつながり」

との方向性と、ハード面での整備についてどのよ

うな考えか伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 軽自動車税

について 

 商用車の軽自動車税の免除について検討状況

を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 上 里 ただし 

(みんなの協働！) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 学校給食に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 首里城周辺

のまちづくり

について 

(１) 令和７年度から中学校の学校給食費の無

償化によって、学校給食の質や体制がどのよ

うに変わったのか伺う 

 

(２) 学校給食の栄養摂取基準について、令和３

年度から６年度までの各共同調理場の報告

資料を確認すると、給食のエネルギー（カロ

リー）及び各栄養素において、国が定める基

準に達していない項目が見受けられる。他の

栄養素については基準を満たしている一方

で、なぜ特定の項目（エネルギーや一部の栄

養素）だけが不足しているのか、その具体的

な理由と背景について、市の見解を伺う 

 

(３) ミルクの摂取については、アレルギー等の

医学的理由に限らず、家庭の教育方針や児童

生徒の意思に基づいた「飲用選択制」の導入

を検討すべきではないか 

 

 

(１) 沖縄県は県立芸大金城キャンパス内に第32

軍司令部壕展示施設を整備予定であり、昨年

12月、１月と住民説明会を行ったが、その内

容と参加住民の反応について伺う 

 

(２) 首里金城町に所在する「金城大樋川」は、

かつて金城村の共同井戸として地域住民に

親しまれた史跡となっている。急峻な崖下か

ら二つのかけ樋によって地下水を導き、前方

には約 10 平方メートルの石積みと半月型の

貯水池が設けられている。その貯水池内には

多数の石が散乱しており、本来の美しい景観

が著しく損なわれている。この美しい石積み

と貯水池の貴重な景観を取り戻すためにも、

池の中に散乱する石を早急に撤去すべきと

考えるが、見解を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ 本市での成

人式開催につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 伝統工芸の

振興について 

(３) 首里崎山町内の多頭飼育宅が解体された  

  が、飼育されていた猫が跡地に溜まり、糞尿  

被害が発生している。地域住民による懸命な  

対応も追いつかず、生活環境が悪化してい

る。市は、不妊去勢手術の支援も含めてこ

の問題にどう踏み込んで対応するのか伺う 

 

 

(１) 本市での成人式の開催の意義、はたちの記

念事業の開催の経緯と意義について伺う 

 

(２) 各中学校区で実施される「はたちの記念事

業」は、各実行委員会が主体となって運営し

ているが、告知用の横断幕作成といった広報

経費については、現在、実行委員が費用を一

時的に立て替えて対応しているのが実情で

ある。ボランティアで参加している委員やそ

の保護者にとって、こうした金銭的負担は決

して小さくない。現場からは、事前に市から

概算払い（前払い）を受けられないかという

切実な要望が出ている。そこで、実行委員の

負担軽減を図るためにも、概算払い制度の活

用を含め、市としてどのように対応していく

考えか、見解を伺う 

 

 

小学校５年生で開催する十三祝いについて、そ

の意義や開催状況及び支援策について伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和８年２月 25 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

９ 古 堅 茂 治 

(日本共産党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 衆議院議員

総選挙につい

て 

(１) 自民党が 316議席を獲得し、衆議院総定数

の３分の２を単独で超えた。総選挙後の「朝

日」の調査（14、15 両日実施）では、自民

党が得た３分の２超の議席は「多すぎる」が

62％と多数を占め、「ちょうどよい」の 29％、

「少なすぎる」の２％を大きく上回ってい

る。「日経」の調査（13～15 日実施）でも「も

っと少なくてもよかった」が 49％、「読売」

の調査（９、10 両日実施）では「野党がも

っと議席を取った方がよかった」が 49％に

達している。また、高市首相が掲げる「国論

を二分する政策」にも慎重姿勢が多数であ

る。「朝日」の調査では、「積極的に進める方

がよい」の 30％に対し、「慎重に進める方が

よい」は 63％に上る。さらに、衆議院選挙

で重視した政策や今後進めてほしい政策と

して、どの調査でも最も多かったのは「物価

対策」で、「読売」では 81％、「朝日」では

51％、「日経」では 49％を占めた。一方、高

市首相が強い意欲を示す「改憲」は、「朝日」

の調査で５％にとどまっている。これらの世

論調査からも、衆議院総選挙で高市早苗首相

が国民から「全面的な信任」や「白紙委任」

を与えられたとはいえないことが明らかで

ある。見解を問う 

 

(２) 衆院選投票日の前日、闇夜に紛れて全市的

に投票所周辺で証紙張りの自民党候補者届

出政党ポスターが、国、地方公共団体が所有

し管理している場所や電柱等へ一斉に貼ら

れた。勝つための手段を択ばない悪質な選挙

違反だと思料される。選管の認識と県警の選

挙取り締まり本部への通報を含めた対応を

問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 高市政権、

自民党と統一

協会（世界平

和統一家庭連

合）の癒着問

題等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活道路の

整備について 

統一協会(世界平和統一家庭連合)は、霊感商法

や高額献金などで数々の被害を生んできた反社

会的団体で、東京地方裁判所から解散命令を受

け、現在法的な手続きが進行中である。その教団

の内部文書「ＴＭ特別報告」では、高市早苗氏の

名前が 32 回も記載され、沖縄を含む日本での各

種選挙での支援状況、自民党との深いつながり、

献金の目標や集まり具合を頻繁に韓鶴子（ハン・

ハクチャ）総裁へ細かく報告されている。献金に

関する本部への報告がこれほど詳細に明らかに

なったのは初めてで、韓国にある統一協会本部

(世界平和統一家庭連合)を訪れる巡礼ツアーで

の献金を集める手法も露骨に記されている。日本

では献金３億円以上「130 家庭」、４億円以上「80

家庭」、80 歳のおばあさんが 100億円を献金した

との記述もある。「赤旗」日曜版は、「連続追及 高

市首相の嘘（うそ）と疑惑」― 第１回（２月 15

日号）は、編集局が入手した、高市早苗首相事務

所の内部資料、統一協会（世界平和統一家庭連合）

関係者による高市早苗首相の支援団体「早世会」

の存在や団体代表の正体に迫っている。第２回

（２月 22 日号）は、教団側との関係を隠ぺいす

る高市氏のウソを事実と証拠で徹底検証してい

る。パーティー券を購入してもらうだけでなく、

教団関係者による支援団体「早世会」まであった

という癒着ともいえる関係をなぜ隠ぺいしてき

たのか―。高市首相の説明責任が問われる。ここ

沖縄でも統一協会の霊感商法等による被害者は

多い。見解を問う 

 

 

凸凹道路で通学、通勤、生活に支障がある安謝

公民館近くの里道と、弁ヶ岳公園内を通る道路

（市道鳥堀中央線）の整備補修、安全確保への取

組を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 子どもの貧

困、ひとり親

家庭、生活保

護行政につい

て 

 

 

 

 

 

 

５ ハラスメン

ト対策につい

て 

(１) 日本の貧困率（相対的貧困率）は 15.4％

で、主要先進国で第２位の“貧困大国”と

なっている。子どもの貧困率は 11.5％、ひ

とり親家庭の貧困率は 44.5％、さらに、全

国比較では沖縄はワースト１である。県

都・那覇市での生活保護受給状況を問う 

 

(２) 県都・那覇市のひとり親家庭の状況と、養

育費問題の現状と課題について問う 

 

 

職場のハラスメントに苦しむ労働者が増えて

いる。精神障害に関する労災認定件数は６年連続

で過去最多を更新しており、その原因はパワハラ

がトップ。カスタマーハラスメント（カスハラ＝

顧客や取引先、施設利用者などによる著しい迷惑

行為）に苦しむ労働者の労災申請も認定されてい

る。セクシャルハラスメントは、毎年約 7,000

件もの相談が労働局に寄せられており、「就活セ

クハラ」は３割の学生が被害に遭っている（厚労

省調査）。多くの被害者がどこにも相談できず、

泣き寝入りを余儀なくされている。裁判で告発

し、損害賠償請求が認められるなど勝訴した場合

でも、職場復帰をはじめ被害者の権利回復を保障

する仕組みがない。こうした状況の最大の要因

は、現行法にはハラスメントそのものを禁止する

規定がないことである。事業主には相談窓口設置

などハラスメント防止の措置義務があるが、行政

の是正指導は防止措置の履行に対するものであ

り、ハラスメント自体に対するものではない。違

反した企業名の公表は 16 年間で１件のみにとど

まっている。本市行政職場と小中学校での実態を

問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 那覇市の違

法換地処分の

是正、法令遵

守の徹底につ

いて 

最高裁判所で確定した那覇市の土地区画整理

事業での違法換地処分については、違法行為の是

正、必要な造成工事をいまだに実施していない。

その原因は、那覇市として客観的検証、問題点の

洗い出し、再発防止策の確立が真摯に行われてい

ないことにある。それ故に、トップに忖度し、法

律や法令・規則・条例などをしっかりと守る法令

遵守の徹底、法令遵守が適切に行われているかを

チェックするコンプライアンス、ガバナンスが正

しく機能せず、内部統制も不十分で、過ちを認め

ず、言い訳に終始する「漱石枕流」の議会答弁を

許し、過ちがわかりながら、それを誰も咎めない

歪んだ組織、自浄能力を失った組織になり下がっ

ているのではないかについて問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、選挙管理委員長、関係部長 

 


